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働き方改革① 『学校で教えること・家庭で教えること』とは？
本校の働き方改革の方針は以下の３点です。ま ればならないことは何なのかを私なりに書

た，今年度は初めて数値目標も設定しました。 かせていただきます。

・教職員一人一人の心身のゆとりを大切にし教育活動 学校は「勉強」「集団生活の基礎」「学び

を充実したものにする。 方」「キャリア教育」等を教える必要がある

・働き方を見直し，授業準備等，子供のためにあてる。 と考えます。特に，学級・学年等の集団生活
・教職員としてワークライフバランスをとり，仕事と にはルールやマナーがあります。小さな社会の
プライベートを共に充実させる。 中で学ぶことは，大人へのアプローチとして大
平成１５年頃 切なことを学ぶ機会となると思います。

までは「学校が 一方，家庭は「我が子・級友・先生等のよさ
忙しいのは当た を認めること」を教えることが大切になってくる
り前。もっとし と思います。一人一台のＰＣが配られ，今後
っかり教えても は外部とのやり取りなどを含め，個で学ぶ

らいたい。」とい 機会が増えてくることは必至です。しかし，

う声があり，教師は何でもやってくれるのが当 周囲の人と教え合ったり，助け合ったりすること
たり前と思われていました。その一方で「先生 ができなければ社会では通用しないことが多
が言ったことは守りなさい。」といった家庭で学 いです。友達や先生等の身近な人のよさを家
校の教育方針に沿って我が子を指導していた面 庭で見つけ，認めることで，我が子にもそ

もありました。 ういった視点で周りの人を見て認められる

では，令和の教育で学校と家庭が教えなけ ようになることが必要だと思います。

新シリーズ③「ぼく・わたしのクラス紹介」 ６年２組 ○○学級
わたしたち６年２組は，どのクラスよりも元気 めた級訓「みんなで 助け合い だれかのため

いっぱいで個性があふれているクラスです。わ に行動できる６年２組」のようなクラスになってき
たしたちのクラスには声が大きい人，運動が ているかなと思います。
よくできる人，気づかいができる人もいれば真 これから「やることはやり，楽しむことは楽し

面目な人やおもしろい人までいろいろな人がい む」「下級生のお手本になる」ことができるクラ

て，いつも教室の中は笑顔であふれています。 スを目指していきたいと思います。
６年２組になってから３か月ですが，たくさ そして，北浦小で過ごす最後の１年になるの

んエピソードがあります。まず，授業中に話が で，みんなでたくさんいい思い出をつくりたいと思
広がりすぎて，たまにうるさくなってしまうこ います。 （文：６年２組一同）

とがありますが，わいわい授業をしているので

楽しいです。４月に行われた１年生を迎える会

では，みんなで協力して他の学年をまとめるこ

とができ，最高学年として進んで行動すること

ができたと思います。また，陸上記録会では，

みんなで「がんばれ！」とお互いに励まし合う

ことができました。最近，行った宿泊学習では

足尾銅山に行ったときに，トロッコとトンネル

にびっくりして泣いている人がいたけれど，み

んなでなぐさめていました。普段の生活でも，

分からないことがあるといろんな人が教えてく

れたり，助け合ったりしていてわたしたちが決
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